
月
「
」
，
　
，

」

，

●

昭和38年4月10日発行報
・
寸木郷東（第139号）（1）

第139号

　昭和38年4月10日

　　発　行　所
　宮崎県東旧杵郡

東郷村役場

閃　●　，●　P‘，●　，4　■‘　■　■駕　，曜

’

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
、

穐
椿
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ム鱗

雲
徳
祭

　
e
頒
　
徳
　
祭

「
村
政
に
大
き
な
功
労
の
あ
っ

た
人
々
の
、
遺
業
を
し
の
び
、

遣
徳
を
讃
え
、
後
世
永
く
そ
の

名
を
と
ど
め
、
村
人
た
ち
の
、

道
し
る
べ
と
し
て
、
こ
の
碑
を

建
て
る
」
と
刻
さ
れ
た
薄
徳
碑

の
顕
彰
祭
が
、
昨
年
か
ら
四
月

一
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。　
こ
の
「
祭
り
日
」
を
四
月
一

日
に
き
め
ら
れ
た
所
以
の
も
の

は
、
四
月
一
日
は
そ
の
年
度
の

初
日
で
あ
り
新
し
い
村
政
の
出

発
の
日
で
あ
る
。
こ
の
日
を
ト

し
て
珪
肺
祭
を
行
い
、
村
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
先
輩
た
ち
に

感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に

そ
の
年
度
の
村
政
に
対
す
る
心

が
ま
え
を
、
一
に
は
先
哲
に
、

二
に
は
村
民
に
逐
う
に
は
、
最

も
ふ
さ
わ
し
い
日
で
あ
り
、
意

義
あ
る
日
で
あ
る
と
い
う
、
黒

木
村
長
の
敬
慶
な
良
識
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

と

慰
霊
祭

　
黒
木
村
長
は
「
祭
文
」
の
中

で
、
先
回
の
方
々
の
村
勢
に
尽

さ
れ
た
功
績
を
讃
え
た
後
面
の

よ
う
に
村
政
に
対
す
る
決
意
を

披
歴
し
て
い
る
。

　
「
今
や
わ
が
村
㍉
鍔
輩
諸

氏
の
遺
徳
に
よ
り
ま
し
℃
教
育

産
業
、
経
済
、
土
木
等
着
々
そ

の
実
を
あ
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

然
し
村
民
生
活
は
は
げ
し
い
時

流
に
樟
さ
し
難
く
、
や
や
と
も

す
れ
ば
押
流
さ
れ
る
姿
に
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
姿
は
絶
対
に
許

さ
れ
ず
、
朝
に
は
吹
き
す
さ
ぶ

産
業
界
の
嵐
と
戦
い
、
夕
べ
に

は
荒
れ
狂
う
経
済
界
の
怒
濤
に

抗
し
つ
つ
、
新
し
き
村
造
り
に

適
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
秋
に

遭
遇
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
し
き
村
造
と
し
て
本
村
が

当
面
す
る
課
題
は
、
新
産
都
市

指
定
の
問
題
で
あ
り
、
農
業
構

造
改
善
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
課
題
の
解
決
如
何

が
本
村
の
将
来
を
ト
す
る
岐
路

で
あ
り
ま
し
て
、
本
村
は
今
、

本
村
有
史
以
来
最
大
の
関
頭
に

立
つ
た
と
申
し
て
も
過
言
で
あ

り
ま
せ
ん
。

　
私
は
こ
の
重
大
時
に
際
し
ま

し
て
、
責
務
の
重
且
つ
大
な
る

を
痛
感
し
、
先
輩
の
心
を
心
と

し
衆
智
を
収
め
共
励
愚
老
、
全

身
全
霊
を
課
題
解
決
に
傾
注
し

て
、
こ
れ
が
実
現
に
つ
と
め
以

国
難
に
殉
じ
た
勇
士
の
勲
功
が

た
た
え
ら
れ
、
慰
霊
の
儀
が
厳

粛
に
行
わ
れ
る
。

　
こ
の
行
事
は
「
報
恩
反
動
」

「
温
故
知
新
」
、
　
「
感
恩
奉

謝
」
な
ど
わ
か
国
古
来
か
ら
継

承
さ
れ
た
崇
高
な
道
徳
心
に
基

く
美
風
で
あ
る
。

　
黒
木
村
長
は
次
の
如
く
「
慰

霊
の
言
葉
」
を
英
霊
に
捧
げ
た

　
祭
　
詞

　
本
日
弦
に
日
清
、
日
露
の
戦

役
か
ら
大
東
亜
戦
に
至
る
数
次

っ
て
本
村
繁
栄
へ
の
道
を
拓
き
一
の
聖
戦
に
国
に
殉
ぜ
ら
れ
た
、

豊
か
な
里
、
住
よ
い
邑
、
文
化
一
三
百
八
十
八
柱
の
英
霊
を
請
じ

の
香
高
き
東
郷
村
を
建
設
い
た
遺
族
の
方
や
来
賓
の
御
臨
場
を

簿
薄
襲
、
睡
，
’

謹
癌
・

織
曜
一平

繍
縷

謙
櫻
羅

黙
蕪
二
曲

し
ま
し
て
一
つ
に
は
先
輩
「
の
遺
一
得
て
慰
霊
の
祭
典
を
あ
げ
る
に

徳
に
応
え
、
二
つ
に
は
後
輩
に
一
当
り
、
謹
し
み
て
祭
詞
を
さ
～

よ
き
遺
産
を
贈
り
た
い
と
決
意

を
新
に
い
た
し
て
い
ま
す
。

　
口
慰
　
墾
　
祭

　
成
願
寺
の
境
内
に
忠
魂
碑
が

建
て
ら
れ
た
の
は
昭
和
二
十
八

年
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
毎
年

四
月
三
日
、
桜
花
ら
ん
ま
ん
と

咲
き
乱
れ
る
下
、
こ
の
碑
の
前

．
げ
ま
す
。

　
君
等
は
醜
の
み
楯
と
召
さ
れ

・
て
家
族
の
方
や
村
人
達
の
歓
呼

　

の
声
に
送
ら
れ
て
出
征
さ
れ
或

　は
朔
北
の
野
に
或
は
大
空
の
果

て
に
大
海
原
の
彼
方
に
征
矢
を

　と
り
て
戒
衣
を
雨
露
風
雪
に
さ

鷺
講
饗
斌
か
り
鑛

で
盛
大
に
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
［
暑
に
耐
え
厳
寒
を
し
の
ぎ
悪
戦

　
「
　
・
：
・
一
：
：
：
・
－
：

　
一
苦
斗
の
幾
星
霜
、
武
運
拙
な
く

　
平
和
克
復
の
日
も
待
た
ず
散
華

ぎ
れ
ま
し
た
・
と
嫉
祖
国
の

　
た
め
と
は
云
え
誠
に
痛
恨
の
限

　」　
り
で
あ
り
ま
す
。

　
「
　
ま
ご
こ
ろ
を
千
人
針
に
托
し

商
に
夕
に
神
仏
の
加
護
を
祈
り

　
「
つ
＼
生
還
の
日
を
一
日
千
秋
の

　
　・
葬
輪
翫
輝
線
餅

　
一
大
の
悲
し
み
は
矛
を
お
さ
め
て

　「

�
¥
年
に
な
ん
な
ん
と
す
る
今

　
一　
日
、
な
お
い
や
す
日
と
て
は
な

　一

｢
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
う
と
き

　
切
々
の
情
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　
一　
　
韻
学
が
大
陸
の
荒
野
の
は
て

　
北
斗
星
ま
た
た
く
下
で
む
す
び

　
し
露
営
の
夢
は
何
で
あ
っ
た
か

　
は
た
ま
た
南
十
字
星
き
ら
め
く

　
南
海
の
孤
島
で
胸
に
描
か
れ
た

　
故
郷
の
思
い
出
は
何
で
あ
っ
た

　
か
、
ふ
る
さ
と
に
鍬
ふ
る
父
母

　
の
面
影
が
、
朝
ま
だ
き
に
馬
草

　
刈
る
妻
の
姿
が
、
庭
先
に
遊
ふ

　
愛
児
の
え
に
し
が
、
ま
ぶ
た
に

　
浮
ん
だ
で
あ
ろ
う
し
、
幼
き
日

　
友
と
嬉
戯
し
た
あ
の
山
、
釣
糸

　
垂
れ
し
こ
の
川
の
姿
も
走
馬
灯

　
の
如
く
胸
に
去
来
し
た
で
あ
ろ

　
う
こ
と
を
思
う
と
き
、
今
猶
ほ

　
哀
惜
の
情
堪
え
難
く
、
更
に
雨

　
の
夕
は
あ
り
し
日
の
吾
子
を
憶

　
い
、
霜
の
朝
に
は
夫
を
憶
い
、

　
木
枯
の
夜
半
に
は
父
を
憶
う
遺

　
族
の
心
情
を
察
す
る
と
き
、
戦

　
す
ん
で
年
す
で
に
久
し
き
今
日

　
な
お
、
断
腸
の
感
胸
に
迫
っ
て

　
ま
い
り
ま
す
。

　
　
今
や
我
が
国
は
君
等
の
生
命

　
を
捧
げ
て
の
忠
誠
に
よ
り
、
か

　
ち
得
た
尊
い
偉
業
で
あ
る
。
文

　
化
国
家
、
福
祉
国
家
の
建
設
は

　
着
々
と
実
現
の
道
を
た
ど
り
、

ρ‘，■　，亀　．【，● 一　・　闘　．‘，●ご■曜r口‘闘　，醒　●　，國　■‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
　
水

母
こ
い
し
か
か
る
タ
ベ
の

　
ふ
る
さ
と
の

　
　
桜
咲
く
ら
む
山
の
姿
よ

う
ら
う
ら
と
照
れ
る

光
に
け
ぶ
り
あ
ひ
て

咲
き
し
つ
も
れ
る

国
力
も
年
毎
に
充
実
し
て
慣
界

列
国
に
伍
し
て
何
等
の
遜
色
も

な
き
ま
で
に
伸
張
し
、
我
が
村

も
ま
た
教
育
は
進
み
産
業
は
興

り
民
生
も
安
定
し
て
戦
後
と
い

う
言
葉
も
遠
の
き
ま
し
た
か
、

理
想
の
福
祉
国
家
、
文
化
国
家

へ
の
道
は
な
お
は
る
け
く
、
理

想
の
村
造
り
の
道
も
険
岨
で
、

日
暮
れ
て
道
遠
し
の
感
も
い
た

し
ま
す
。
し
か
し
こ
の
道
が
如

何
に
遠
く
と
も
、
ま
た
如
何
に

険
し
く
と
も
必
ず
理
想
の
国
家

理
想
の
郷
土
を
う
ち
た
て
て
、

う
る
わ
し
い
祖
国
、

山
ざ
く
ら
花

咀
［

，
　　■　　　　，　‘●■　　脚曜
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一

　
　
　
　
　
　
　
恵
み
豊
か
　
し
ま
し
て
敬
弔
の
誠
を
捧
げ
御

な
郷
土
を
建
設
し
て
、
英
霊
に
一
瞑
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

応
え
る
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し

ま
す
。

　
二
等
の
い
さ
お
し
は
光
彩
陸

離
と
し
て
永
久
に
青
史
を
照
ら

し
、
そ
の
名
は
永
く
竹
扇
に
垂

れ
、
み
魂
は
護
国
の
神
と
し
て

神
武
の
森
に
は
た
ま
た
靖
国
の

社
に
鎮
り
ま
し
て
と
こ
し
え
に

県
民
、
国
民
の
讃
仰
を
う
け
ら

れ
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
希
く
ば
在
天
の
英
霊
、
常
に

祖
国
を
照
曝
し
給
い
吾
等
の
行

手
を
啓
示
下
さ
い
ま
す
よ
う
に

　
薙
に
聯
か
微
衷
を
披
耀
い
た

ω
現
職
教
育
の
強
化
を
は
か
る
一
・
中
央
学
級
の
充
実
　
　
ヤ

・
研
究
体
制
の
確
立
と
計
画
的
…
・
各
学
級
の
計
画
的
運
営
猶

昭
和
三
十
八
年
度

東
郷
村
教
育
方
針

一
　
わ
が
国
の
教
育
方
針
に

遵
い
、
本
村
の
実
態
に
立
脚
し

て
学
校
教
育
、
社
会
教
育
を
行

い
、
心
身
共
に
健
康
な
国
民
の

育
成
を
期
す
る
と
と
も
に
愛
郷

心
、
愛
国
心
の
啓
培
に
つ
と
め

る
。

一一

ｳ
育
財
政
の
健
全
な
運
営

に
よ
り
、
教
育
施
設
の
整
備
充

実
を
は
か
る
と
と
も
に
既
設
設

備
の
完
全
利
用
と
愛
護
に
つ
と

め
、
教
育
効
果
の
向
上
を
期
す

る
。三
　
教
育
活
動
の
正
し
い
運
営

に
よ
り
地
域
社
会
の
向
上
に
寄

与
し
得
る
道
義
的
実
践
的
社
会

人
の
育
成
を
期
す
る
。

四
本
村
民
の
現
実
に
鑑
み
自

主
性
、
協
調
性
、
科
学
性
、
創

造
性
、
積
極
性
を
培
い
、
生
活

力
旺
盛
な
人
間
の
育
成
を
期
す

る
。五
　
公
民
館
を
中
心
と
す
る
総

合
社
会
教
育
活
動
に
よ
り
、
本

村
民
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の

増
進
、
情
操
の
純
化
を
図
り
、

産
業
の
振
興
、
生
活
文
化
の
向

上
、
社
会
福
祉
の
増
進
を
期
す

る
。

昭
和
三
十
八
年
度
の
努
力
点

　
学
校
教
育

ω
学
校
管
理
の
適
正
を
は
か
る

・
学
校
事
務
の
合
理
化
、
能
率

化
、
正
確
化
を
は
か
る
と
と

も
に
責
任
体
制
の
確
立

・
遵
法
と
勤
務
の
厳
正

　
運
営

・
研
究
グ
ル
ー
プ
の
育
成
強
化

・
一
人
一
研
究

㈹
道
徳
教
育
の
徹
底
を
は
か
る

・
生
活
指
導
の
徹
底

・
子
供
会
、
生
徒
会
の
指
導

・
芸
能
科
の
振
興
と
視
聴
覚
教

　
育
の
充
実

・
学
校
環
境
の
美
化
と
地
域
社

　
会
の
純
化

・
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の

　
緊
密
な
連
繋

ω
科
学
、
技
術
教
育
を
は
か
り

　
産
業
教
育
の
推
進
に
っ
と
め

　
る
・
学
習
園
、
実
習
地
の
計
画
的

　
経
営

・
基
礎
的
実
験
、
観
察
、
実
習

　
の
徹
底

・
施
設
設
備
の
整
備
年
次
計
画

　
の
樹
立
と
既
設
設
備
の
活
用

㈲
学
力
の
向
上
を
は
か
る

・
行
事
の
合
理
化
と
完
全
授
業

　
の
確
保

・
宅
習
の
指
導

・
学
校
図
書
館
、
学
校
放
送
の

　
充
実
と
活
用

・
テ
ス
ト
の
実
施
と
そ
の
結
果

　
の
活
用

⑥
健
康
教
育
の
振
輿
を
は
か
る

・
学
校
体
育
の
適
正
な
指
導

・
体
育
施
設
の
年
次
計
画
の
樹

　
立
と
そ
の
活
用

・
学
校
環
境
の
健
康
的
整
備

・
学
校
給
食
の
実
施

ω
青
少
年
の
補
導
の
強
化
を
は

　
か
る

・
子
供
会
、
親
子
会
の
育
成
強

化
・
生
活
環
境
の
純
化

・
家
庭
教
育
の
振
興

・
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の

　
緊
密
な
連
繋

・
青
少
年
補
導
機
関
と
の
連
携

　
協
調

㈲
社
会
体
育
の
振
駒
を
は
か
る

・
社
会
体
育
指
導
員
の
養
成

・
体
育
指
導
委
員
の
活
動
促
進

・
社
会
体
育
組
織
の
整
備

・
社
会
体
育
団
体
の
育
成
強
化

・
体
育
施
設
の
充
実

⑥
新
生
活
運
動
の
推
進
を
は
か

　
る
・
人
間
性
の
高
揚
と
奉
仕
心
の

　
深
化

・
生
活
意
欲
の
昂
揚
と
生
活
の

　
合
理
化

・
共
同
組
織
の
確
立

・
生
活
環
境
の
整
備
と
習
俗
の

　
刷
新

・
国
土
美
化
運
動
の
推
進
（
花

　
一
ぱ
い
運
動
）

議
会
議
員
の
共
済
年
金

制
度
に
つ
い
て

　
議
会
政
治
の
健
全
な
る
発
展

は
も
と
よ
り
、
地
方
議
会
議
員

が
安
心
し
て
自
治
行
政
に
寄
与

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
議
員

の
保
障
制
度
と
し
て
昭
和
二
十

六
年
六
月
八
日
法
律
第
一
二
〇

号
に
よ
り
地
方
議
会
議
員
互
助

年
金
法
が
制
定
公
布
さ
れ
、
そ

の
後
地
方
公
務
員
共
済
組
合
法

の
制
定
公
布
に
伴
い
ま
し
て
地

方
議
員
の
年
金
制
度
に
つ
い
て

も
、
こ
の
法
律
に
規
定
さ
れ
ま

し
た
こ
と
は
、
地
方
議
会
の
任

一
難
の
重
要
性
に
鑑
み
、
真
に
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
以

下
こ
の
制
度
の
あ
ら
ま
し
に
っ

・
身
体
検
査
の
結
果
と
教
育
的
…
い
て
お
知
ら
せ
致
す
註
す
。

　
措
置

ω
安
全
教
育
の
徹
底
を
は
か
る

・
交
通
法
規
の
理
解
と
交
通
道

徳
の
実
践

・
道
路
の
愛
護

・
刀
物
使
用
の
指
導

・
登
山
、
水
泳
、
キ
ャ
ン
プ
等

　
の
指
導

　
社
会
教
育

ω
公
民
鱈
の
施
設
設
備
の
充
実

　
運
営
組
織
の
整
備
と
活
動
の

　
促
進
を
は
か
る

・
地
域
住
民
の
生
活
、
自
治
、
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
生
産
、
学
習
の
一
体
化

”
雛
舗
鵠
繊
画
三
生

・
鰍
設
灘
備
品
の
整
鑑

幽
鯉
四
団
体
の
育
』

　　

@　

@　

@　

@　

@
　
一

　
鯨
汁
を
は
か
る

・
団
体
活
動
の
合
理
化
と
活
動

　　

@　

@　

@　

@　

@
　
一

　
内
容
の
整
備

・
機
能
集
団
の
結
成
と
育
成

　　

@　

@　

@　

@　
@　｝

・
各
種
研
究
団
体
の
育
成

㈲
青
年
学
級
、
婦
人
学
級
の
振

　
興
を
は
か
る
　
　
　
　
　
　
　
・

　
第
一
に
法
律
の
趣
旨
は
、
議

会
の
任
務
の
重
要
性
に
鑑
み
、

こ
れ
を
組
織
す
る
議
員
及
び
遺

族
の
生
活
の
安
定
に
資
す
る
た

め
、
議
員
相
互
の
互
助
精
神
に

の
っ
と
っ
て
、
退
職
、
公
務
傷

病
及
び
死
亡
に
対
し
て
年
金
を

給
付
し
ま
す
。

　
第
二
に
受
給
資
格
及
び
給
付

額
は
、
期
職
年
金
の
場
合
在
職

十
二
年
以
上
で
退
職
し
た
議
員

に
給
付
さ
れ
ま
す
が
、
在
職
十

二
年
で
退
職
の
時
は
、
退
職
当

挙明公

あなたの清き一票で●

豊かな村を築きまし
時
の
標
準
報
酬
年
額
の
百
五
十

分
の
五
十
の
額
が
給
付
さ
れ
ま

す
。
十
二
年
以
上
は
一
年
を
増

す
毎
に
標
準
報
酬
年
額
の
百
五

十
分
の
一
の
額
を
加
算
し
て
給

付
さ
れ
ま
す
。
公
務
傷
病
年
金

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
退
職
年
金
額

に
当
該
不
具
廃
疾
の
程
度
に
応

じ
た
金
額
が
加
算
し
て
給
付
さ

れ
ま
す
。
遺
族
年
金
は
、
原
則

と
し
て
退
職
年
金
、
公
務
傷
病

年
金
の
二
分
の
ゴ
の
金
額
が
遺

族
に
対
し
て
紛
付
さ
れ
ま
す
。

　
篇
三
に
掛
金
は
、
当
該
議
員

の
標
準
報
酬
月
額
の
百
分
の
五

の
額
を
、
毎
月
末
日
迄
で
に
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
村
の
場
合
標
準
報
酬
月
額
は

七
千
円
で
す
か
ら
、
こ
の
百
分

の
五
の
額
三
百
五
十
円
を
報
酬

（
年
金
の
給
付
に
要
す
る
費
用

は
原
則
と
し
て
議
員
の
掛
金
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
）
か
ら

納
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
外
共
済
年
金
の
基
礎
と

な
る
在
職
期
間
の
計
算
、
共
済

年
金
の
停
止
、
時
効
等
が
規
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
疑
問
の

点
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局

に
お
問
合
せ
下
き
い
。一

9よう

みんなそろって投票●

しましよう

戸■■一ゾ㌧一
’
　
　
．



πト

も

2）（第139号）

O

報村郷東昭和38年4月10日発行

公
明
選
挙
推
進
協
議
会
だ
よ
り

四
月
は
統
一
地
方
選

挙
の
月
で
す

私
た
ち
の
県
政
は
、
私
た
ち
の

選
ん
だ
代
表
者
で
運
営
し
ま

す
。
こ
れ
が
地
方
自
治
で
す
。

4
月
の
選
挙
は
今
後
、
4
年
間

の
こ
の
代
表
者
を
き
め
る
大
切

な
選
挙
で
す
。

立
派
な
人
を
選
び
ま

し
よ
う

義
理
が
あ
る
か
ら
、
ご
馳
走
に

な
っ
た
か
ら
、
お
金
や
物
を
も

ら
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
投

票
す
る
こ
と
。
あ
る
い
は
一
票

で
も
多
く
ほ
し
い
と
い
う
候
補

者
の
気
持
ち
に
つ
け
こ
ん
で

寄
付
を
さ
せ
た
り
、
ご
馳
走
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
。
こ
う
い
う

こ
と
は
選
挙
を
け
が
し
、
政
治

を
暗
く
す
る
も
と
に
な
り
ま

す
。
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
私
た
ち
は
、
自
分
自
身

の
判
断
で
、
ほ
ん
と
う
に
こ
の

人
な
ら
と
心
か
ら
信
頼
で
き
る

人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

選
挙
違
反
を
追
放
し

ま
し
よ
う

地
方
選
挙
に
よ
く
み
ら
れ
る
選

挙
違
反
の
例
を
い
く
つ
か
あ
げ

て
み
ま
し
よ
う
。

○
運
動
員
が
選
挙
人
を
後
援
会

　
組
織
の
名
で
集
め
、
酒
や
食

　
事
を
出
し
、
そ
の
席
上
で
候

　
補
者
が
あ
い
さ
つ
す
る
こ

　
と
。

○
町
内
会
・
落
部
会
・
同
好
会

　
な
ど
の
会
合
に
、
酒
を
も
つ

　
て
あ
い
さ
つ
に
出
て
、
投
票

　
を
依
頼
す
る
こ
と
。

○
候
補
者
や
運
動
員
が
一
軒
一

　
軒
訪
ね
て
ま
わ
っ
て
投
票
を

　
依
頼
す
る
こ
と
。

○
通
行
人
を
選
挙
事
務
所
に
よ

　
ぴ
入
れ
て
酒
や
食
事
を
ふ
る

　
ま
う
こ
と
。

私
た
ち
は
よ
く
注
意
し
て
選
挙

違
反
を
す
る
よ
う
な
候
補
者
に

は
、
絶
対
に
投
票
し
な
い
と
き

め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

拘
票
の
秘
密
は
守
ら

れ
て
い
ま
す

〃
だ
れ
に
投
票
し
た
か
、
書
い

た
文
字
で
わ
か
る
〃
な
ど
と
、

も
っ
と
も
ら
し
ゃ
い
う
人
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

票
用
紙
は
一
カ
所
に
集
め
ら

頃
牛
店
鐸
欝
欝
予
て
疑
さ
れ
る
か
ら
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

農
業
構
造
改
善
の
徳
操

潮
型
．
内
前
田
八
十
八

あ
ろ
う
か
、
又
見
送
ら
れ
る
長

男
の
方
々
弟
妹
達
の
旅
出
の
日

に
朝
寝
し
て
オ
キ
ョ
く
と
う

ろ
た
え
て
バ
ス
に
乗
り
か
ね
る

御
仁
は
な
い
か
ね
。
若
し
居
ら

れ
た
ら
昔
の
美
々
津
の
浜
と
同

じ
だ
。
俺
は
長
男
だ
元
な
り
だ

た
が
片
方
文
化
の
現
今
で
は
借

金
の
山
は
高
く
な
る
ば
か
り
。

何
か
奇
跡
は
起
ら
ん
も
の
か
、

起
り
つ
～
あ
る
ん
だ
。
日
向
延

一
岡
地
区
に
四
十
万
の
大
都
市
が

｝
出
来
る
。
併
せ
て
世
は
構
造
改

善
時
代
で
あ
る
本
村
の
改
善
は

［
新
産
都
市
と
連
結
し
た
事
業
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
村
内
に

公
園
や
遊
園
地
も
造
ら
ね
ば
な

．
る
ま
い
。
一
口
に
構
造
改
善
と

云
っ
て
も
解
り
に
く
い
。
先
般

高
原
町
の
パ
イ
ロ
ノ
ト
地
区
を

視
せ
て
い
た
だ
い
た
。
詳
し
い

報
告
は
上
品
な
方
々
の
報
告
を

ま
っ
と
し
て
先
つ
目
を
見
張
ら

せ
ら
れ
た
事
は
昔
か
ら
の
団
地

　
此
の
種
駒
に
は
雑
菌
の
憂
も

あ
り
ま
す
の
で
御
許
し
願
い
ま

す
。
語
は
二
千
六
百
余
年
の
昔

か
ら
始
め
ま
す
。
神
武
天
皇
は

美
々
津
の
浜
か
ら
二
つ
の
島
の

間
を
舟
出
せ
ら
れ
二
度
と
日
向

の
地
に
は
帰
っ
て
来
ら
れ
な
か

っ
た
。
今
で
も
漁
師
は
島
の
間

は
通
ら
な
い
と
云
う
。
又
急
の

お
立
に
ア
ン
コ
と
餅
を
つ
き
ま

ぜ
て
お
供
え
し
た
話
は
幼
い
頃

か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
も
よ
く
考

え
て
見
る
と
、
其
の
時
主
だ
っ

た
者
は
天
皇
に
お
供
し
て
行
か

れ
た
と
の
事
だ
が
、
取
残
さ
れ

た
人
達
は
低
能
な
人
達
で
は
な

か
っ
た
か
、
如
何
に
お
立
の
時

間
に
変
更
が
あ
っ
た
と
し
て
も

大
舟
出
の
日
に
朝
寝
し
て
下
駄

と
草
履
を
片
々
ふ
ん
で
オ
キ
ョ

く
と
さ
わ
い
だ
と
は
呑
気
だ

と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
其
の

血
を
う
け
た
我
々
が
ヒ
ヨ
ロ
ン

と
し
て
い
る
も
不
思
議
で
は
な

い
。
天
皇
に
お
供
を
し
た
人
達

の
子
孫
が
栄
え
て
い
る
の
が
今

の
関
東
関
西
地
方
で
あ
る
。
其

の
商
工
業
地
帯
に
日
向
の
青
少

年
が
雇
わ
れ
て
行
く
其
の
姿
で

あ
る
。
人
権
尊
重
の
時
代
、
就

職
列
車
と
名
前
は
よ
い
が
受
入

る
側
に
奴
隷
車
と
見
下
げ
る
眼

「
は
あ
り
は
し
な
い
か
全
く
疑
わ

．
し
い
限
り
で
あ
る
。

一

　
都
会
に
雄
飛
せ
ら
れ
る
若
人

の
幸
福
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ

る
が
此
の
英
雄
達
は
二
つ
の
島

　
な
ら
ぬ
旧
国
道
と
十
号
線
の
間

謙
難
慧
…
伽

を
大
型
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
何
台
も

で
ベ
ラ
ベ
ラ
と
押
し
ま
く
ら
れ

見
る
ま
に
三
反
四
反
と
云
う
田

に
整
備
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る

　
新
し
い
農
道
水
路
も
縦
横
に

つ
く
ら
れ
然
も
是
が
国
県
の
補

助
で
ほ
と
ん
ど
出
来
る
と
云
う

か
ら
ヨ
ダ
レ
が
流
れ
る
。
又
こ

れ
を
町
有
共
有
の
大
型
耕
考
量

や
防
除
機
で
安
い
単
価
で
田
植

が
出
来
、
又
米
が
作
ら
れ
い
わ

ゆ
る
省
力
栽
培
が
な
さ
れ
る
と

聞
い
て
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら

な
い
。
こ
う
し
た
基
盤
整
備
と

お
前
達
は
ウ
ラ
な
り
だ
と
は
聞
論
僕
っ
て
基
幹
作
物
の
選
定
が

え
ま
せ
ん
。
毎
年
操
出
さ
れ
る
一

就
職
列
車
、
泣
い
て
見
送
る
母

親
に
聞
い
て
み
な
、
ぬ
れ
た
ハ

ン
カ
チ
を
か
み
し
め
て
末
っ
子

程
可
愛
い
ん
だ
と
よ
、
若
し
日

向
に
大
工
場
が
あ
っ
た
な
ら
と

は
皆
の
願
だ
。
そ
こ
だ
よ
新
産

都
市
指
定
の
運
動
、
こ
れ
が
成

功
し
日
向
市
に
大
工
場
が
群
立

し
た
ら
県
外
就
職
の
若
人
は
立

派
に
熟
練
工
と
な
ら
れ
綺
麗
な

奥
さ
ん
と
竹
島
の
港
か
ら
千
石

舟
ど
こ
ろ
か
万
ト
ン
船
で
帰
っ

て
来
ら
れ
る
よ
お
母
さ
ん
方
お

体
大
切
に
お
待
ち
な
さ
れ
や
。

今
の
農
村
は
何
か
と
云
え
ば
親

が
古
い
と
新
旧
の
対
立
ば
か
り

然
し
青
年
も
少
し
考
え
て
く
れ

親
も
古
い
頭
で
が
ん
張
り
た
く

は
な
い
ん
だ
。
親
よ
り
新
し
い

事
を
し
て
収
入
を
上
げ
て
い
る

青
年
が
ど
れ
旧
い
る
か
見
廻
し

て
く
れ
、
村
内
の
事
業
失
敗
や

転
落
農
家
に
青
年
経
営
主
が
多

い
の
は
ど
う
し
た
訳
か
。
親
が

頭
が
古
い
か
ら
出
来
な
い
と
は

言
い
が
～
り
と
云
う
も
の
実
際

ま
か
さ
れ
な
い
の
ち
ゃ
な
い
か

松
丸
先
生
が
云
わ
れ
た
甚
六
は

居
ま
せ
ん
か
、
単
車
だ
け
ほ
し

い
ハ
ブ
シ
ロ
息
子
は
い
や
す
ま
・

い
か
、
無
能
な
我
々
は
勤
労
に

よ
っ
て
収
入
を
カ
バ
：
し
て
来

あ
る
。

　
其
の
一
つ
乳
牛
の
飼
育
に
も

大
か
～
り
な
放
牧
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
又
畜
産
の
事
に
つ
い

て
高
原
の
種
畜
場
を
見
学
し
た

が
流
石
、
国
営
で
各
種
の
大
型

機
械
が
使
わ
れ
全
く
外
国
に
行

っ
た
感
じ
だ
。
特
に
参
考
に
な

っ
た
の
は
草
地
改
良
で
あ
る
三

月
初
旬
に
青
々
と
し
た
放
牧
地

に
乳
牛
が
群
れ
遊
び
然
も
電
気

柵
一
本
で
囲
ま
れ
て
い
る
様
は

　
V

何
と
し
て
も
見
習
う
べ
き
で
あ

る
。
本
村
の
牧
野
も
草
種
改
良
　
猷

が
な
さ
れ
和
牛
乳
牛
が
群
れ
遊

ぶ
日
を
如
何
に
し
て
築
く
べ
き
一
ズ
嬉

か
、
是
に
は
高
度
の
技
術
が
必
一

要
青
年
諸
君
、
親
爺
の
畜
産
は
一

や
り
方
が
悪
い
翻
す
ね
く
れ
ち
「
，
営
鞭
ワ
が
誌
残
舅

や
い
ら
れ
な
い
。
今
の
飼
育
牛

で
腕
を
磨
か
れ
よ
牛
の
調
教
も

運
動
も
出
来
な
い
で
レ
ジ
ャ
ー
　
脇
畷
鷺

と
は
何
ぞ
デ
イ
ジ
ャ
（
大
変
）
と

云
う
も
の
ち
ゃ
。

　
又
．
酪
農
日
本
一
の
松
ケ
迫

氏
の
宅
を
訪
れ
た
三
頭
建
の
牛

舎
を
改
造
さ
れ
六
頭
の
乳
牛
が

楽
々
と
つ
な
が
れ
別
に
育
成
一

頭
が
飼
わ
れ
連
れ
だ
っ
て
縦
な

し
で
放
牧
場
に
通
う
と
の
事
、

水
田
一
町
三
反
反
当
玄
米
十
俵
一

と
れ
る
田
に
耕
地
の
三
分
の
二

は
牧
草
が
作
ら
れ
別
に
畑
八
反
一

が
耕
作
せ
ら
れ
ほ
と
ん
ど
機
械
一

力
に
よ
り
家
族
労
力
で
経
営
さ

れ
る
様
は
日
本
一
ら
し
い
と
驚

歎
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
事
に
な
り
小
さ
い
農
家
の
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
を
大
き
い
農
家
が
借
り
る
と

歎
に
価
す
る
。
氏
が
或
る
博
士
一
云
う
昔
と
は
反
対
の
現
象
が
起

か
ら
聞
か
れ
た
話
で
は
日
本
程
　
る
か
も
し
れ
な
い
目
に
角
立
て

舞
扇
咽
麗
雄
藩
慧
野
戦
鋪
雌
雄
舞

神
が
鎮
座
し
て
い
ら
れ
る
と
の
行
う
と
な
れ
ば
膨
大
な
資
金
の

事
、
こ
れ
を
切
開
い
て
牧
草
を
流
れ
は
農
協
を
通
じ
て
な
さ
れ

植
れ
ば
緑
の
ジ
ュ
ゥ
タ
ン
が
出
一
る
の
で
農
協
を
立
派
な
も
の
に

来
ク
ロ
ー
バ
の
花
の
申
に
恵
比
す
る
事
が
先
決
で
あ
り
、
農
協

漢
学
が
降
り
て
来
ら
れ
る
と
話
｝
の
車
輪
と
役
場
の
車
輪
は
同
時

さ
れ
昔
か
ら
の
農
業
か
ら
他
産
一
で
な
け
れ
ば
大
き
な
荷
物
を
ス

業
に
負
け
な
い
企
業
的
な
農
業
　
ム
ー
ス
に
運
ぶ
事
は
出
来
な
い

に
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
結
ば
｛
国
家
の
大
事
業
の
恩
典
に
浴
し

れ
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
の
改
善
の
時
期
で
あ
る
。

　
本
村
の
改
善
事
業
も
昔
か
ら
一
宮
崎
県
は
中
央
に
遠
い
便
利
が

　
、
さ
・
区
劃
の
田
畑
を
完
全
一
悪
い
と
云
う
が
将
来
の
外
国
貿

の
4
　
し

に
整
備
し
省
力
栽
培
が
出
来
る
一
越
を
念
頭
に
於
て
地
図
を
見
な

事
に
な
れ
ば
自
然
他
産
業
に
労
さ
い
。
東
洋
大
国
東
南
ア
ジ
ヤ

カ
が
移
り
収
入
が
増
し
小
さ
い
㎜
は
洞
処
か
ら
が
蕃
近
い
か
と

農
家
で
は
こ
ん
な
に
労
力
が
少
［
ね
　
畠
国
根
性
や
鎖
国
思
想
の

く
て
済
め
ば
い
っ
そ
転
業
と
云
一
外
交
で
繁
栄
も
世
界
平
和
も
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
る
も
ん
か
ね
、

癩
轡
、

凋
函
箏

　
漕
轡
、

爵
糞

「やよい子供会」のお母さ達は月三十円づっ三ケ年間

積み立てて、その金で四月二日に親子六十名が、新田

原飛行場、平和台、官崎神宮、青島、子供の国など見

学して楽しい一日を送った。

　
　
　
　
　
　
大
東
亜
戦
争
で

　
は
南
方
作
戦
基
地
と
し
て
本
県

　

「
を
ば
大
し
た
犠
牲
に
し
た
で
は

．
な
い
か
日
本
の
政
治
家
共
こ
れ

一

一
で
済
む
と
思
う
か
ね
、
農
業
構

造
改
善
新
産
都
市
指
定
の
問
題

に
関
係
あ
る
事
に
間
近
に
控
え

一
た
地
方
選
挙
が
あ
る
。
何
時
の

…
選
挙
も
維
新
で
あ
り
、
改
革
で

一
あ
る
が
、
今
度
ば
か
り
は
前
古

欝
血
難
癖

一し

ｽ
選
挙
気
分
が
み
な
ぎ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
候
補
者
諸

い
る
よ
う
で
あ
る
。

…
賢
は
優
れ
た
識
見
に
よ
り
確
な

一
公
約
を
聞
か
さ
れ
る
事
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
が
野
山
に
鳴

寺町小学校屋内体育鱈竣工　五百二十余万円を投じて
建設申だつた寺小の屋内体育館が見事に竣工して三月
二十三日に落成式が挙行されました。同校の教育は勿
論社会教育の面でも今後大きな役割を果すことでしょ
う。

ケ
ベ
チ
ョ
（
下
調
）
ピ
ン
チ
ュ

ウ
と
鳴
く
よ
う
に
違
っ
た
声
は

あ
り
は
し
な
い
か
、
告
示
と
共

に
二
羽
の
村
長
（
鳥
）
と
四
十

羽
の
村
議
鳥
が
鳴
き
立
て
ら
れ

る
事
だ
ろ
う
。
耳
を
す
ま
し
て

聞
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
ん
な
に

候
補
者
が
多
く
て
は
選
挙
後
の

シ
コ
リ
が
大
変
だ
ろ
う
と
の
噂

で
あ
る
が
私
は
反
対
で
す
。
ど

う
せ
皆
な
座
れ
る
議
席
ぢ
や
な

い
。
四
コ
リ
も
三
コ
リ
も
村
民

は
望
ん
じ
ゃ
い
な
い
、
半
分
に

負
け
と
こ
二
・
り
と
し
な
さ
竺

そ
れ
が
男
と
云
う
も
の
じ
ゃ
何

も
村
会
議
員
に
な
る
事
ば
か
り

が
栄
誉
や
救
世
じ
ゃ
な
い
。
昔

は
尻
に
帆
か
け
て
今
は
尻
に
バ

イ
ク
を
つ
け
て
人
が
に
げ
廻
る

生
産
組
合
長
で
も
区
長
で
も

「
何
テ
役
不
足
」
ハ
ア
そ
れ
な

ら
農
協
長
や
理
事
は
ど
う
で
す

か
農
協
の
仕
事
は
い
や
く
す

る
の
に
安
い
俸
給
し
か
払
わ
ん

か
ら
い
け
な
い
。
然
し
よ
く
ぞ

再
建
し
た
も
ん
だ
。
う
ん
と
仕

事
を
し
て
役
場
関
係
職
員
が
う

ら
や
む
程
、
給
料
を
上
げ
れ
ば

よ
い
。
赤
字
を
出
す
よ
り
ゃ
増

し
で
あ
り
人
の
い
や
が
る
事
を

や
り
遂
げ
て
こ
そ
英
雄
で
あ
り

偉
人
と
云
う
も
の
、
落
選
さ
れ

て
も
気
を
強
く
持
ち
な
さ
れ
。

投
票
日
の
一
夜
明
け
れ
ば
五
月

で
す
初
夏
で
す
。
ホ
ト
ト
ギ
ス

が
鳴
く
よ
ホ
ノ
チ
ョ
ン
カ
ケ
タ

カ
（
ほ
ん
と
に
書
け
た
か
）
ク

ヨ
ソ
く
（
く
よ
く
云
う
な
）

と
五
月
一
日
は
村
政
新
発
足
の

日
と
し
て
全
村
民
望
休
し
村
の

前
途
を
祝
し
一
杯
御
神
酒
を
上

げ
よ
う
。
日
頃
ヤ
マ
イ
モ
掘
ら

ず
に
少
し
と
つ
と
き
な
、
そ
し

て
よ
う
く
聞
き
な
ホ
ゥ
ボ
ケ
キ

ョ
キ
ン
チ
ョ
ウ
キ
ン
チ
ョ
ウ

　
く
る
し
さ
を
　
楽
に
か
え
む

　
と
　
こ
の
ふ
だ
に
　
祈
り
を

　
こ
め
て
　
は
こ
に
お
さ
め
む

聖
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三
月
末
教
職
員
の
定
期
異
動

で
、
本
村
に
な
が
ら
く
つ
と
め

て
い
た
だ
い
た
十
三
名
の
先
生

方
が
他
町
村
に
転
出
さ
れ
、
十

四
名
の
先
生
方
が
御
来
任
下
さ

い
ま
し
た
。

（
転
出
）

○
東
郷
小

佐
藤
文
男
教
諭

　
　
延
岡
市
立
西
階
中
へ

常
盤
敦
雄
教
諭

　
　
三
股
町
立
勝
岡
小
ぐ

常
盤
正
子
教
諭

　
　
都
城
市
立
丸
野
小
へ

○
坪
谷
小

福
元
康
隆
教
諭

　
　
門
川
町
立
門
川
小
へ

吉
村
保
子
教
諭

　
　
日
向
市
立
細
島
小
へ

高
谷
明
夫
教
諭

　
　
大
分
県
へ

い
て
い
る
ウ
グ
イ
ス
の
声
に
も
一
〇
寺
迫
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ホ
ー
ボ
ケ
キ
ョ
、
キ
ン
チ
ョ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
謬
欝
け
影
盗

大
田
安
夫
校
長

稲
臆
駕
捕
輔
中
へ

　
　
門
川
町
立
門
川
小
へ

○
年
表
小

　
久
田
靖
三
教
諭

　
　
延
岡
市
立
東
小
へ

　
黒
木
初
子
教
諭

　
　
日
向
市
立
細
島
小
へ

○
東
郷
中

　
南
崎
和
良
教
諭

県
立
日
向
工
業
高
校
へ

　
窪
田
博
美
事
務
官

　
　
東
郷
中
教
諭
へ

○
坪
谷
申

　
津
江
修
教
諭

　
　
県
立
大
淀
高
校
へ

　
川
越
覚
教
諭

　
　
延
岡
市
立
南
中
へ

（
転
入
）

○
東
郷
小

　
江
川
悦
生
教
諭

　
　
北
方
村
立
美
々
地
界
か
ら

　
奈
須
滝
郎
教
諭

　
　
上
野
村
立
上
野
小
か
ら

　
三
尾
隆
平
教
諭

　
　
南
郷
村
立
渡
川
小
か
ら

○
坪
谷
小

鈴
木
敦
弘
教
諭

　
　
新
　
任

　
壱
岐
光
子
教

　
新
　
任

○
福
瀬
小

　
奈
須
浩
子
教
諭

　
　
国
窟
町
立
北
俣
小
か
ら

○
寺
迫
小

　
小
松
登
校
長

　
　
西
都
市
立
三
納
小
か
ら

　
郡
勝
代
教
諭

　
　
新
　
任

○
越
表
小

　
児
玉
弘
教
諭

　
　
高
岡
町
内
山
小
か
ら

　
三
宅
妙
子
教
諭

　
　
北
郷
町
立
北
郷
中
か
ら

　
三
田
豊
新
輸

　
　
延
岡
市
名
水
小
か
ら

○
坪
谷
申

　
小
牧
俊
哺
教
諭

　
　
新
　
任

　
三
宅
俊
春
教
諭

　
日
南
市
東
郷
中
か
ら

　
っ
て
く
だ
さ
い
。

魔
酔
つ
ば
ら
い
迫
放

一　

E
人
、
傷
害
、
暴
行
と
い
っ

｝
た
犯
罪
の
中
に
は
酒
に
酔
っ
て

一
犯
さ
れ
る
も
の
が
相
当
多
く
見

一
ら
れ
ま
す
。

　
　
正
気
な
ら
そ
の
よ
う
な
犯
罪

一
隅
客
観
蒜
控
難

　
か
ら
気
に
入
ら
な
い
相
手
を
な

派
出
所
だ
よ
り

閑
、
入
学
準
備
に

　
　
交
通
の
基
礎
訓
練

　
学
童
幼
児
の
交
通
事
故
の
う

｝
ち
、
い
つ
も
高
い
比
率
を
占
め

一
る
の
が
新
入
児
童
で
す
。
一
年

生
と
い
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
自
己

防
衛
の
力
も
低
く
注
意
の
範
囲

も
、
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
こ
う
し
た
子
供
た
ち
の
数

多
く
の
も
の
が
、
新
学
期
か
ら

新
し
い
通
行
者
と
し
て
街
頭
に

出
て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
、
事

前
の
注
意
と
し
て
保
護
者
は
も

と
よ
り
車
の
運
転
者
ま
た
一
般

の
通
行
者
に
次
の
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
。

1
保
護
者
は
子
供
に
安
全
教
育

　
を
ω
　
通
学
に
は
、
い
ち
ば
ん
安

　
全
な
道
を
選
ぶ

　
少
し
は
廻
り
道
で
も
安
全
な

　
道
を
選
ん
で
子
供
に
お
し
え

　
登
下
校
に
は
必
ず
そ
の
道
を

　
通
る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ

　
さ
い
。

＠
　
通
学
す
る
時
は
、
い
つ
も

　
右
側
を
通
行
さ
せ
、
道
路
の

　
端
を
歩
く
よ
う
に
教
え
て
く
一

　
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
…

2
運
転
者
の
皆
さ
ん
は
四
、
五
一

鶉
譲
乱
舞
綴

　
期
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
幼
｝

　
稚
園
、
小
学
校
の
登
下
校
時
「

　
に
は
最
も
気
を
つ
け
児
童
幼

児
を
発
見
し
た
ら
必
ず
蒔
　

難
霧
罫
購
儲
督

ぐ
っ
た
り
し
て
、
犯
罪
の
も
と

に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
酒
の
上

の
こ
と
だ
か
ら
と
案
外
大
目
に

み
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
暴
行
、

傷
害
事
件
の
三
分
一
以
上
が
飲

酒
の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う

で
す
。
も
っ
と
も
酒
は
人
間
を

元
気
づ
け
人
生
を
楽
し
く
百
薬

の
長
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、

他
面
酒
の
害
に
つ
い
て
も
目
を

覆
わ
す
に
度
を
す
ご
し
た
酒
の

幣
害
を
な
く
し
た
い
も
の
で
す

　
ま
た
酔
っ
ぱ
ら
い
に
よ
る
自

動
車
、
バ
イ
ク
等
の
運
転
は
特

に
危
険
で
す
か
ら
、
特
に
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
、
酔
っ

ぱ
ら
い
を
迫
放
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
◇
年
々
歳
々
春
が
訪
ず
れ
る

こ
と
は
天
の
理
で
わ
か
わ
切
っ

た
こ
と
だ
が
、
き
び
し
い
冬
の

後
だ
け
に
、

　
　
　
　
　
春
の
訪
れ
は
う
れ

し
い
。

　
◇
春
は
万
物
の
蘇
が
え
る
季

で
あ
る
、
生
命
の
躍
動
の
節
で

あ
る
。

蜷
や
へ
び
は
冬
眠
か
ら
さ
め
、

雲
雀
は
空
高
く
き
え
ず
り
、
蝶

は
花
に
舞
う
。

田
圃
の
麦
の
芽
は
ぐ
ん
ぐ
ん
伸

び
、
野
に
は
若
草
が
萌
え
る
、

す
べ
て
が
生
命
の
伸
張
で
あ
る

　
◇
い
よ
い
よ
地
方
選
挙
の
月

四
月
で
あ
る
。
県
議
は
告
示
も

す
で
に
終
っ
て
選
挙
戦
酪
で
あ

番
叢
漏
議
は
四
月
二
＋

　
◇
候
補
者
は
心
に
白
バ
ラ
を

か
ざ
し
て
、
清
潔
な
選
挙
戦
を

展
開
し
て
い
た
だ
く
よ
う
切
望

し
て
や
ま
ぬ
。
し
か
も
フ
エ
ヤ

プ
レ
ー
で
い
っ
て
も
ら
い
た

い
。
　
◇
不
幸
、
た
た
か
い
我
に
利

あ
ら
ず
し
て
落
選
さ
れ
て
も
、

「
汝
の
敵
の
成
功
は
ま
た
汝
の

成
功
な
り
」
と
叫
ん
だ
西
哲
の

言
を
か
み
し
め
て
、
お
う
ら
か

に
手
を
握
り
合
っ
て
本
村
の
進

展
に
つ
く
し
て
も
ら
い
た
い
。

何
と
い
っ
て
も
村
長
や
村
議
に

立
候
補
さ
れ
る
人
々
は
村
の
指

導
層
の
方
々
で
あ
る
か
ら
。

　
射
と
め
た
る
鹿
に
光
の
暖
さ

　
　
　
　
’
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